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Ｃ 2 あまりできていない。
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番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

合理的配慮を踏まえた個別の教育支援計画の
作成、個別の指導計画作成により、適切な評
価を行い、指導の改善を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

個別の教育支援計画については
障害の受け入れや回復への期待か
ら作成に同意する保護者が少な
かった。今後も説明を丁寧に行い、
作成に取り掛かれるように準備をす
る。
　指導計画については新学習指導
要領の趣旨を踏まえて、実施・計画
をする。評価に関しても検討をし、今
後の支援につなげていく

ＩＣＴ教材の活用や体験的活動など、指導法を
工夫することにより、わかる喜びを実感できる
授業を行い、基礎的・基本的な知識・技能の定
着を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

児生用ノートパソコンの設置、アプ
リ購入手順の整備により、ICT教材
がより有効に活用されるようになっ
た。プログラミング教育を実施してい
くための環境整備が求められる。学
習の発展的な活動として、体験的な
活動を組み入れていくことが必要で
ある

教育課程に児童生徒の病態を考慮した系統
的・体系的なキャリア教育を位置づけ、その充
実を図る。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

　引き続き、児童生徒の実態把握を
丁寧に行い、個々のねらいを検討
及び教師間で共有していく必要があ
る。また在籍期間が短い児童生徒
にも適切に支援できるように、情報
共有をしながら、外部との連携も丁
寧に行う。

保健教育や道徳教育を通して、自他を大切に
する心を育て、基本的な生活習慣を身につけ
させる。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

　道徳教育全体計画に基づき、基
本的な人とのかかわりを学び、日常
生活の様々な場面で全職員による
継続した指導を実施する。
　家庭や主治医と連携し、生活習慣
の改善に努める。

チーム学校として支援に努め、保護者や前籍
校、病院、関係機関等とさらに連携を深め、児
童生徒の教育の充実に努める。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

旭分校として、病弱教育に関わる
専門性向上のために、教育だけで
なく医療・福祉等の様々な分野の研
修会を開催する。異校種参観も定
期的に計画し、教科の専門性の向
上を目指す。

教育相談，訪問支援，学校見学，研修支援等
を適切に実施し、児童生徒の支援の充実に努
める。

児童生徒・保護者アン
ケート、学部会での検
証（満足度80％）

相談件数が減少しているため、分
校の教育やセンター的機能につい
て地域の学校や関係機関に紹介す
る機会を設定していく。また、コー
ディネーターの資質向上に努め、地
域のニーズに合わせた支援ができ
るようにしていく。

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。

（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

学校目標・経営方針 児童生徒の病状等に配慮し、健康の回復を図りながら義務教育課程における学習空白を補完する。　そして、社会の中で人と関わりながら生きていくための力を育む。 山梨県立富士見支援学校旭分校　校長 中村　千尋

本年度の重点目標

１　児童生徒の実態に即した支援や学習指導を行い、一人一人の
確かな学力を育む。

達
成
度

ほぼ達成できた。（８割以上）

評価

良くできている。

２　健やかな心身の涵養とよりよい人間関係の形成を図り、社会に
参加する態度を育成する。

概ね達成できた。（６割以上） できている。

３　前籍校や病院、関係機関等との連携を図りながら、児童生徒の
支援の充実に努める。

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下） できていない。

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

本年度の重点目標 令和元年度末評価（３月10日現在） 実施日　（令和２年３月２１日）

自己評価結果

1
児童生徒の実態に即した支援や学習
指導を行い、一人一人の確かな学力を
育む。

　個別の教育支援計画を作成することに
より、児童生徒に今必要な支援を検討す
ることができた。前籍校との連携の中で
活用することができた。
　個別の指導計画については各学期・転
入ごと作成し、全職員共通確認の元指導
に当たった。評価の妥当性についても討
議を経て、検証をすることで、次の計画に
つなげることができた。 Ａ 4

   児童生徒一人ひとりに対し、丁寧に関わり、各個人に合っ
た教育を行っていると思う。
   学校の外部発信としてHPの活用などで様々な関係機関と
も連携を図っていく必要性を感じる。
   学校内での教育は、安心感をもって楽しく自己有用感をも
たせるように取り組んでいる様子がよくわかって良かった。
   基本的な学校教育の方針や目標に応じて、児童生徒がの
びのびと安心感を抱きながら教育を受けられていると感じて
いる。
   働き方改革を含め、職場環境の整備が求められる。教職
員のストレスチェックの状況も含め、スクラップ＆ビルドの精
神で考えていくことが大切である。

　インターネットを使った調べ学習、パソコ
ンでの資料の作成や提示等でICTを活用
した。実際に使いながら、基礎的基本的
な内容の理解を深めていくことができた。
また、各教科・領域で体験的活動を取り
入れ、分かる喜びを実現できる工夫をし
た。

2
健やかな心身の涵養とよりよい人間関
係の形成を図り、社会に参加する態度
を育成する。

　児童生徒につけさせたい力を全体計画
の中で確認をし、学部・学級ごとに連携し
て実施した。児童生徒の実態に合わせて
時期、内容を検討しながら学校生活全般
で実施することができた。進路について児
童生徒本人の希望、保護者との連携を重
視して支援した。

Ａ 3

   近年、対応の難しい子が多い中、児童生徒の気持ちを引き
出し、社会に参加できるような育成ができていると思う。
   保護者アンケートについて、どの評価項目についても高い
評価を得ている。課題点を具体的に探り、今後の運営に役立
てていくことができるとよい。
   学校生活に関する児童生徒のアンケートも良好な結果で
安心した。
　 SNSの使い方や情報収集などが社会問題になっている。
ネット依存などのお子さんへの研修も行う計画があるので、
活用できるとよい。
   発達障害の二次障害のお子さんの進路として職場を検討
する際に本当に妥当であるか見極めることが難しい。
   普通高校や通信制の高校や通級指導など学校教育の充
実が図られている。進路につながるとよい。

　道徳教育や日々の保健指導をとおして
人とのかかわりについて指導した。また
外部講師を活用し、保護者も交え、命に
ついて考える機会を設けた。
　愛好作業や植栽活動にも取り組み、環
境に対する意識や社会性を高めることが
できた。

   前籍校が遠方であったり、協力が難しいところもある中、児
童生徒のことを考え、支援をされていると思う。
   児童生徒の障害特性を十分に理解し、保護者や医療、関
係機関との連携を含めながら子供の自己肯定感や主体性を
大切に育む教育が行われていると感じる。
   旭分校では手厚く積極的に連携してもらっている。郡内の
お子さんに関しては、児童相談所との関係作りもできてあ り
がたかった。
   うぐいすの杜学園も開校するため、これから富士見支援学
校と連携が求められる。
   旭分校の児童生徒が増えない理由について、詳細を見て
いく必要がある。
　 学校の外部発信としてHPの活用などで様々な関係機関と
も連携を図っていく必要性を感じる。
　 北病院の高校生支援のニーズがある。今後どのようにして
いくか検討が必要である。
　 病弱特別支援学校の高等部教育の保障が山梨県には無
い。今後検討を続けていく必要がある。

  教育相談件数は減少したが、それぞれ
の児童生徒を取り巻く環境や本人と保護
者のニーズに合わせた支援を考え、実施
することができた。訪問支援では、各校の
困りに対して分校の実践をもとに児童生
徒の把握や指導方法について一緒に考
えることができた。

3
前籍校や病院、関係機関等との連携を
図りながら、児童生徒の支援の充実に
努める。

  諸会議を通じて、保護者や前籍校、病
院、関係機関等と密に連携をとることがで
きた。さらに、自立活動の実践研究を計
画的に行い、全員で一つの方向性に向
かった取り組みができた。また、授業力向
上のための相互授業参観、北病院と連
携による病理研修会を実施し、資質向上
に努めた。

Ｂ 3


